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事 業 名 

 

地域で生活する精神障害者の緊急対応ニーズの実態調査及び夜間

休日緊急対応チームの試行的構築 

 

事 業 目 的 

 

地域で生活する精神障害者に対する緊急時のサービスの現状とニ

ーズについて実態調査を行った上で、適切な緊急サービスを受け

られるようにするための具体策を提案することが本研究の目的で

ある。実態調査では、地域で生活する精神障害者が、どのような

ことから緊急のサービスを必要とするか、どのような緊急サービ

スが行われているか、今後どのようなサービスを導入する必要が

あるかを調査する。調査結果を踏まえて、救急医療、レスパイト

ハウス、緊急対応チームなどの緊急のサービスを実施しやすくす

るための具体策を検討し、試行して、その有効性を検証する。 

事 業 概 要 

精神障害者本人と家族及び精神科関連施設を対象にアンケート調

査を行った。本人及び家族調査票は「全精連」に所属する当事者

とその家族、及び「みんなねっと」から呼び掛けていただき 10 都

道府県の家族会を経由して家族と本人に配布した。施設調査票は

同じ 10 都道府県にある施設に配布した。本人調査票及び家族調査

票は各 7000 枚、施設調査票は 5580 枚である。アンケート調査か

ら、緊急サービスを充実するためには、まず相談窓口の充実と二

つの情報不足の解消が課題であるあることがかった。今年度は、

二つの情報不足を解消するためのツールとして「緊急時のための

手帳（オレンジノート）」を試作した。 

事業実施結果 

及び効果 

調査結果から、①精神障害者本人及び家族が困ったことの多くは

電話相談で解消できる。②本人・家族の多くが、それぞれに大変

に困ったエピソードを持っている。③しかし、本人・家族は、緊

急時に公的な精神科救急窓口などの緊急サービスの情報を持って

いないことが多い。④救急医療機関などにとって、情報が乏しい

患者を引き受けることはリスクと負担感が大きい。この結果から、

電話相談窓口の充実と、二つの情報不足の解消策が当面重要であ

ることが分かった。二つの情報不足を解消するための方策として

緊急時に本人・家族が携帯する「手帳（オレンジノート）」を試

作した。 
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